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気体サンプルのＧＣ注入を
自動化しませんか？

GS5100
自動ガスサンプラー

注）GCは別売りです。



自動ガスサンプラーは、室温で導入可能なガスサンプルを
一定時間ごとにガスクロマトグラフ（GC）へ繰り返し導入
します。

標準、均圧・標準ガス導入機能付き、マルチガスサンプラー
の3タイプを用意しています。

注）GS5100は加温および保温機能がないため、検量管やバルブおよび配管は
本機周辺の室温に依存しています。
室温でバルブや配管に吸着するガスサンプルはGCへ導入できません。

 タッチパネルディスプレイによる簡単操作
タイマー設定、分析回数などの運転条件はタッチパネルディスプレイにより行います。

標準タイプ
■GS5100S
サンプリングバルブを搭載した標準タイプ
です。標準ガスを分析する際は、サンプル
ラインへ標準ガスを接続します。

 各社GCへの接続が可能
CFｰJ型バルブ（オシネ型）を搭載しています。
CFｰJ型バルブは1/16インチチューブが接続できるため、
各社GCへの接続が簡単に行えます。

GS5100
自動ガスサンプラー

 高い拡張性
分析の開始・停止信号の入力や、GCスタート・サンプル吸引ポンプの駆動などの
外部機器の制御が可能です。



加圧ラインからのサンプリングに！
均圧・標準ガス導入機能付きタイプ
■GS5100D

複数のサンプル分析を１台で！
マルチガスサンプラータイプ
■GS5100M

Vacuum pump

GS5100S

GS5100Mを使った自動化例
最大8ラインのガスサンプルを順次選択しながら、
一定時間毎に一定量計量してGCに導入します。
1～8ラインから任意のラインを指定して、1サイク
ルまたは繰り返しGCに導入することが可能です。

ガスサンプルをシリンジで
抜き取り、GCに注入

GCGC

サンプリング
バッグ

サンプリングバルブと均圧バルブを搭載したタイプです。
GCへサンプル導入する前に、検量管内のサンプル圧力を大気に開放することで、
再現性の良い測定結果を得ることができます。
また、大気への開放ラインを利用して、標準ガスをGCへ導入することが可能です。

サンプル選択用のセレクターバルブとサンプリングバルブを搭載したタイプです。
最大8ラインのサンプルを順次切り換えながら、一定時間毎にGCへ導入します。
オプションの電磁弁を組み合わせることで、各サンプルラインの圧力が異なって
いても同じ検量線で定量することが可能です。

サンプリングバッグ×8
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本カタログの内容は、2021年4月時点のものです。

項目/型式 GS5100S GS5100D GS5100M
タイプ 標準 均圧・標準ガス導入機能付き マルチガスサンプラー

導入サンプル数 1ライン 1ライン 8ライン
均圧機能 なし あり なし

標準ガスライン なし あり 8ライン中の1ラインを
標準ガスラインとして使用可

使用バルブ数 6方切換バルブ 1台 6方切換バルブ 2台 6方切換バルブ 1台
8方ロータリーバルブ 1台

バルブ方式 PTFE回転板摺合せバルブ
検量管容量 標準1 mL（0.5 mL、2 mL、3 mL、5 mLはオプション）
操作パネル タッチパネル液晶ディスプレイ

入出力信号 INPUT:START, STOP, READY 各1系統
OUTPUT:INJECT（リレー接点出力/接点容量 DC24 V, 1 A以下）2系統独立

繰り返し分析回数 2～999回（RECYCLEモード）
吸引ポンプ出力 AC100 V（Max.2 A）出力コンセント標準装備（吸引ポンプはオプション）
配管接続口径 O.D.1/16インチチューブ（オシネ型ジョイント）
外形寸法 160（W）×220（D）×213（H） mm（背面バルブ突起部を除く）
電流 AC100 V ±10 % 50/60 Hz

消費電流 2 A 3 A 3 A
重さ 約5.5 kg 約7.5 kg 約6.8 kg

Cat.No. 2702-15010 2702-15020 2702-15030
価格 400,000 550,000 600,000

GC3220との組み合わせイメージ GC3210との組み合わせイメージ
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